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中国の黄山市における観光開発の問題の構造化
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This study is a case study of the tourism development in China. At first we introduces the tourist 
attractions and tourism economy of Huang shan city in eastern China. Next， after collccting opinions of a 
tourist by the Intcrnet， opinion polls， such as tourism traffic， dcvelopmcnt administration，じnvironmcntal
protection， and cultural preservation， are carried out to local administration and touris t companies. After 
grasps problems of both tourism supply side and tourism need side， DEMATEL method is conducted 
and systematizes the problems on tourism developmcnt. 
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しはじめに
中国においては， 1978年以降，外貨獲得，雇用機
会創出等のため，観光政策の見直し，観光開発・サ
ービスの促進が行なわれ，観光産業の飛躍的拡大を
もたらした.この状況のもと， 2つの世界遺産を有
する黄山市は， 1986年に鉄道駅を開業， 1990年に空
港を改築する等のインフラ整備により，伝統の農業
地域から観光地域への転換が積極的に促進され，年
間100万人の観光市場を開拓し 1999年の観光収入が
GDPの 18%を占めるに至っている[1]
しかしながら，急増する観光需要に対し，黄山市
の観光地におけるインフラや観光に関連する制度等
の整備は依然として遅れているのが実状である.黄
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山市にとって，どのような促進策と開発項目を選択
し，より良い開発効果を得るのかが重要aつ緊迫な
テーマである.しかし，中国には観光に関する統計資
料が少ない.問題を解明するにはアンケート調査が
不可欠だと考えられる.そのため，本耐究は黄山市の
観光開発に対しアンケートにより開発問題を整理し，
解決の糸口を見出すための問題の構造化することを
目的とする.
本研究ではまず黄山市の観光資源と観光経済の
状況を把握する.次に，地元の行政と観光関連企業
に，観光交通，開発行政，環境保護，文化保存など
幅広い意識調査を実施し，観光ニーズ側と観光供給
側双方の問題点、を把握する.最後に， DEMATEL 調査
を行ない問題の構造化を試みる.
2. 黄山市の観光資源と観光経済
2. 1黄山市の概況
黄山市は中同上海の南l珂約 350kmの位置にある.
黄山を含む人r1 137万，面積 9，807km 2の中国の有名
な観光都市である.
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1998年の一人当たり GDPは5，058元，
全国平均値の 6，952元の 73%であり，ま
た農業人口は総人口の 71.6%を占め，典型
的な中国の後進地域と言える[2] 
最も近い大都市(付+杭元Uリ州川.，|卜、
250kmあり，車で約7時閑である.しかし
最近5年間では(1994-1999)，図 1に示
すように，黄山市周辺道路，特に高速道路
の整備が進んでいる.黄山一杭州高速道路
も建設中であり，完成すれば約3時間に短
縮される.
2.2 黄山市の観光資源
黄山市の観光資源は，主に自然山岳型
黄山風景区とその周辺の7箇所の歴史文
化資源によって構成されている(図 2). 
黄山(面積 154kri，図3)は古くから中
国の伝統“山水画"の題材として扱われ，
中国文化に深く関わっている.1990年には，
自然遺産だけではなく世界の文化遺産にも
登録されている.現在では，ロープウエー
が3カ所設置され，その上登山道も整備さ
れており登山しやすくなった.
また黄山市は昔，徽州、|と言われ古代中国
で有名な徽州商人が集まって居住した所と
して明 ・清時代に栄えた.民居，牌坊 (鳥
居)など数多い文物旧跡が残り，今では貴
重な文化財になっている.2000年に徽州古
民居が2つ自の 「世界文化遺産」に指定さ
れた[3] 
2.3 黄山市の観光経済
観光を発展させるため外部からのアクセ
スの改善を目指し， 1986年に駅の開設と最
初のロープウェーを完成させ， 1990年に
は空港の改築等のインフラ整備に力を入れ
1OOKM 
黄山市の主な
①黄山世界遺産、
図1 黄山市広域地図
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⑧西逓村世界遺産、古徽州民居
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た.その結果，1992年には国際観光客が 8.4万人，
国内観光客が 81.4万人と急激に増加した (図4). 
図2 黄山市主な観光資源
1997年には， 新たな2つのロープウェーが完成，
風景区への道路整備により，国際観光と国内観光市
場双方とも観光地としての魅力が高まった.199年
の国際観光客が7.6万人，国内観光客が 11.4万人
であり ，観光収入が 1.8億 ドルで，GDPの18%を占
めている.第3次産業が GDPに占める割合は 1990
年の26.5見から， 195年の 38%，2000年の46%に急
激と上昇したことから，伝統の農業地域から観光地
域への転換が進行している[4] 
2.4 観光客が指摘した主な問題
1999年から ，中国の旅行会社は旅行業務をインタ
図3 黄山の景色
ーネット取引で積極的に推進している.最も成功し
ている会社は， SoftBankとIDGの資金， American 
Express (China)などの人材によって成立した携程
旅行会社である.ここで，携程旅行会社が運営して
いるホームページ (http://www3.ctrip.co皿)から，
年間の黄山市に対する観光客の意見を収集し整理
した.表 1に示すように，プラス評価する項目は「景
色が美しいj，r黄山風景区での衛生管理が徹底され
ている」などに集中する一方，マイナス評価項目は
「黄山風景区での飲食と宿泊の値段が高いj，r黄山
風景区でのサービスが悪し ¥jなどに集中している.
3. 観光開発に関する意識調査
3.1意識調査と主な問題
観光開発に関する問題をもっと詳しく考察する
f.i十
坦
一ー←ー圏内客 ーー@四海外客
図4 観光客の伸び(倍率)
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ためには，地元の観光行政と観光企業の視点、から問
題を明らかにする必要がある.そのため， 1999年9
"-' 1 0月， 2000年7"-'10月の二回， (樹黄山旅遊発展公
司の協力を受け，黄山市における地元行政，観光関
連企業にアンケート調査を行なった.配布票数は
400票で回収票数は104票である.調査結果は図5， 
図6，表2に示す.
①個人属性 (図5) :所属では観光行政を除く 一般行
政が55%，年齢では 30代が47見，性別では男性
が74%，学歴では大卒が43見，それぞれ属性の中
で，最も多い.
②観光開発に関する問題(図6)では r各部局は職
能が明確で，積極的に協力しないj，r観光計画を
策定しないj，r都市間交通が悪いj，r項目の事
前 ・事後評価が十分に行なわれないj，r民間投資
への優遇策が不足j，r人材不足」が回答の上位6
表 1 黄山市における観光客調査の自由回答の要約[5] 
評価項目の分類 整理番号回答人数 評価に使う言葉
風景区の景色 A 277 美し ¥j素晴ら しい/一番/中国の象徴/世界で一番…
る評 リピート意欲 B 65 はし¥(16.4児)
項目 価す 風景区の環境維持 C 14 きれい/とってもいい/よく頑張った/徹底的な管理
イ県の古民居 D 14 古代文明の雰囲気/とってもいし¥j素晴しい・
風景区での飲食 E 76 値段が高い/良くない/汚し¥j高すぎる/不思議…
守ア 風景区での宿泊施設 F 74 良くなし¥j汚い/嫌い・・
イ 風景区でのサービス G 48 良くない/悪し¥j悪質業者…ナ
ス 風景区での宿泊の値段 H 32 高い/本当に高し¥j高すぎる…
百平 風景区での買い物 28 品揃えが少ない/サービスが悪い/質が良くない/悪質業者…価
す 市域の交通 J 19 不便/結構不便/サービスが良くない・
る 疲れる K 16 はし1項
目 連休中観光 L 13 良くなし¥j混んでいる
ガイドのサービス M 1 良くない
ーーーー ーー ーー -ー-'---
注 1.調査時間 :1999， 1， 11-2000， 10， 18，自由回答人数は397人
2. I風景区」は「黄山風景区」と特定
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観光行政
その他
の行政
55% 
19% 
51...60才 4%
20-30才
30% 
性別
大学以上 5%
短大
34% 
図5 回答者の個人属性(黄山市の地元調査)
位になる.観光関連行政の悪さが最も重要な既存
問題と見られる.
またつぎの問題は観光交通であると見られ，具
体項目は「都市間交通が悪いj r観光パスがない」
である.さちに r人材不足j，r政府の開発資金
が少ない」も主な問題として指摘されている.
③黄山風景rx:における環境保護の方向(表2)は「ご
み収集，車， トイレなと、の制限j，r黄山風景区以
外の観光拠点、の開発」と r黄山風景区の観光ツ
アーがIJ帰り観光司能にする」が最も関心の強い
項目であった.また r経済発展のため，環境が
少し破壊されでも仕方ない」 という設問につい
て，全体 104票に 102票は「反対」と回答し，環I克
に対し強い意識を持っている.
3.2 観光客の指摘と地元意識のずれ
地元の指摘と観光客のニーズのずれは以下に7J¥
すとおりである.
①地元側:図6の03，08， 13など観光交通への不満
=>交通の整備が急務
観光客側:表 1のE，F， Hなど黄山風景lズの施設
への不満=>価格が高い.
②地元側:図6の01，02， 03， 04， 05など行政への
不満=>役割分担・開発計両の整備が急務
問題
番号
.影響が強い 圃比較的強い 図普通 口あまり強くない口強くない
01各部局の役割が不明確で、積極的に協力しない・
02観光計画を策定しない・
03都市間交通が悪い・....-. 
04項目の事前・事後評価を十分に行なわれない・
05民間投資への優遇策が不足・・
06人材不足・・・
07地方政府の開発資金が少ない・.. 
08観光パスがない・
09観光項目は登山だけ・...... ......... . 
10交通、治安、観光施設など安全の配慮は足りない..
1 政府の開発項目の範囲と計画が公布されない・・・・・
12行政と企業の市場意識が低い・
13鉄道と航空について便数が少ない・
14悪徳業者が多い・... 
15季節変動が激しい・
16観光施設のレベルが低い・.. 
17頂上で観光客が多すぎ・・・
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー-圃哩圃哩堕堕園田園瑠園田m安委委委長引 1
圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃園恒国司-田園田揖喧喧園田園田堕草野苧諸活況 1 
圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃園田園田壇堕堕園田園璽璽璽璽璽璽堕璽里お否応~ぬ 11
圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃園田壇画四聖由画面白直面画面画面重量画主主るる否るるQ.111 
圃圃圃圃圃圃圃圃園田哩圃画面画面白面園田園画面回掴由民るやる益予るるるるる~ 1 1 
一一硬直園田宮B88B面邸側問。Q<XX'XXj I I 
圃圃圃圃圃圃園田1881副司田園田轟画車田園画面否次お忍野手応説話芯白羽 1 1 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 
図6 黄山市での地元調査一一観光開発に関する既存問題(上位 17位)
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表2 黄山風景区における環境保護の方向(上位7位)
岡〉合理的なルートを設定し日帰り観光可能にする 91票 4. DEMAl乱調査による問題の構造化際UJ山拠点叫l発
み収集，車， トイレなどの制限
78票
70票
観光開発を進める仁での問題点をさらに解明す
るため， 2つの調査で得られた上位問題を合わせ
て， 2000年 12月に地元学識者と行政リーダーに
DEMATEL調査を行ない，問題の構造化を試みた.
民低HZ価マ観員スコミで勧告
58票
山観光を貫通するツアーに変れる 51票
光客数を制限する 47票
格を上げる 42票
観光客側:表1のG，1， J， Mなどサービスへの
不満=>サービスの質の向上が急務
4.1デマテル法
デマテル法 (DecisionMaking Trial and 
③地元側:表2の①，②など黄山以外の拠点、の開発，
観光交通の改善などにより日帰り観光の
促進
Evaluation Laboratory ，意思決定の試行と評価の実
験)は，専門的知識をアンケートという子段により
集約することによって問題の構造を明らかにするも
のであり，問題複合体の本質を明確にし，共通の理
解を集める子法である.このモデルは，社会現象に
対する意識や判断を構造化する仁で有用な方法の一
つである[6) 
観光客側:表1のE，F， Hなど黄山風景区の施設ヘ
の不満(風景区で宿泊した~¥) . 
このずれの原因は黄山風景医の環境保護の厳しさ，
また風景医での開発コストの高さであると読み取れ
る.1990年に世界遺産になったことにより，風景区
での開発は中国建設省の許可をもらわなければいけ
なくなった.また，風景区でのホテルの建設・運営
コストは平地より 3倍ぐらい高くなることもある.
そのため，観光客のニーズに応じられない状態にな
ったと考えられる.
本研究においてデマテル法を適用した理由は次
のとおりである.
・複合化された評価要因の構造を階層的に図示
できる.
・各評価要因の関連度と影響度を定量的に分析
できる.
・意識決定のメカニズムを視覚的に捉えられる.
表3 DEMAl乱調査の問題リスト
番号 分類 問題出所 問題
観光施設 F，H，16 黄山風景区のホァルがよくない，また値段が品い.
2 観光形態 補足 黄山の日帰り観光客が増えており，また観光客の滞在時間が短縮している.
3 観光施設 E， 16 黄山風景区のレストフンがよくない，また値段が両すぎる.
4 観光交通 J 黄山市域の観光道路がよくない.
5 観光施設 09 黄山以外の観光地の開発が遅い.
6 観光交通 03， 13 黄山市の広域交通(航空，鉄道を含む)がよくない.
7 観光交通 08 黄山市域の観光地闘の交通が不便.
8 観光行政 06 観光開発に関する人材(市場，営業，管理，研究，外国語など)が足りない.
9 開発資金 07 開発資金が足りない.
10 観光行政 12 企業と政府の関係が複雑であり，企業の市場意識が低い.
1 観光行政 01 政府が縦割り行政のため，部門間の調整が難しい.
12 観光行政 02， 1 全市域の観光計画がまだ策定されていない.
13 観光行政 05， 06 資金誘致策と人材優遇策について，周辺の都市より良いとは言えない.
14 観光行政 04 開発項目の事前評価が浅いため，開発便益がよくない.
15 観光行政 10 交通，治安，観光施設など安全面からの配慮が足りない.
16 観光施設 C 衛生管理と環境保護について，配慮、が足りない.
17 観光施設 09 徽州文化，古跡保護に対する投資不足.
18 観光行政 G，I，M，14 悪徳業者が多いが，適正な対策がない.
19 観光形態 補足 黄山市に訪ねる観光客の伸びが遅い.
20 観光施設 09 黄山市市域での遊楽場所が少ない.
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-複数の学識者と行政リーダ
ーの考え方を統合すること
関連度 。観光行政 様 交通条件 観光施設 タ 開発資金.観光形態
が可能なため共通認識が得
やすい.
このアンケートでは，地元
の行政リーダーと学識者16人
を訪問し，どの開発問題が重
要であるか，また問題項目相
互がどのように関わり合って
いると考えているか(問題事
項の上位関係，影響関係なと)
を抽出することにより
DEMATEL調査を行なった.
表3はアンケートの質問項
を示す.問題の出所は表1
と図6による.
100 
50 
図?と図8は関連度と影響 O 
度による全項目の平均構造を
不したものである.図におけ
る矢印は直接影響を表してお
り，太い線はその影響が強く，
細い線は中程度を示している .
なお，弱い直接影響は省略した.また，各要因の上
下関係は， 一連の要因のうち，重要度の高い(最も
重要度の高い要因を100としている)ものほど上に
なるように位置し，左右関係は特別な意味を持たな
4.2 関連度による分析
関連度が大きいほど，他の問題との関連性が強い
ことを示している.図7は関連度による全項目の平
均構造を示す.関連度の大きいものは， r19黄山市
に訪ねる観光客の伸びが遅いj，r9開発資金が足り
ないj，r12全市域の観光計画がまだ策定されてい
なしij，r5黄山以外の観光地の開発が遅し ijなどで
ある.
次に，これら要因の重要度ならびに直接影響の度
合いから要因聞の関係についてみると次のようなこ
とが言える.観光開発において主な目標と言えるr19
観光客の伸び」の問題は，関連度が最も高く，これ
に直接影響を及ぼすのが r5観光スポット(イベン
卜)の充実j，r7観光スポット聞の交通利便性j，
r17文化古跡保護j，r6広域交通」などである.な
お， r9開発資金」は r4観光道路j，r6広域交通j，
図7 関連度による平均構造
r17文化古跡保護」にも強い影響を与えるし，自身
にも多くの要因が影響している.また，問題項目 19
には， r6広域交通」も影響し，且つこの要因の影響
は強い.これらの結果を見れば，観光客伸びを促進
するためには，計画的に観光スポットの充実と観光
交通の改善を図る施策が重要と言える.
特筆すべきは，観光客が指摘している rl黄山風
京区のホテルがよくない，また値段が高しij，r3黄
山風景区のレストランがよくない，また値段が高す
ぎる j，r18悪徳業者が多しijなどについては，図7
では下位に位置している.これはこの問題が多くの
開発問題の中でも比較的改善し易いか，あるいは他
の問題のほうがより重要性が高いと意識されている
かのどちらかであると考えられる.
4.3 影響度による分析
影響度が大きいほど，他の問題への影響が強いこ
とを示している.図8は影響度による全項目の平均
構造を示す.影響度の大きいものは rll政府が縦
判り行政のため，部門間の調整が難しいj，rlQ企業
と政府の関係が複雑であり，企業の市場意識が低いj，
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ステップは観光に関わる
開発 ・経営主体が多いた
め，サービスの向上が企
業自身の努力だけではな
く，地方政府の一元化さ
れた総合的管理策の強化
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。
図8 影響度による平均構造
18観光開発に関する人材 (市場，営業，管理，研
究，外国語など)が足り ないJ，113資金誘致策と人
材優遇策について，周辺の都市より良いとは言えな
し¥Jなどであり，上位4位の項目がすべで観光行政
に関わっているという結果であった.この結果は
般的な「観光交通J，1観光施設」等の考え方とは異
なっている.
一方，他の問題から多くの影響を受けるのは，
119観光客の伸びJ，19開発資金の不足J，12滞在
時間の短縮」などである.これら 5，6， 7， 9， 16， 
17， 18の各問題は，いずれも直接影響を 119観光客
の伸びJに与えており， 前述の関連度の分析結果と
整合させてみる と，この問題は黄山市の開発者の意
識の中で究極的課題であると考えられる.
ここでは， 被影響度の最も大きい問題 119観光客
の伸びJと比較的多くの要因から影響を受けている
問題9，12， 18の各要因に着目し，影響度が最も大
きい問題 111縦割 り行政J，110市場意識」を出発点
として， 影響ルー トから問題解決のための解決プロ
セスを探ってみると，図9にような 3つの解決ステ
ップが挙げられる.
も重要であることを表し
ている.具イ本のステ ップ
は以下のようである.
11縦割り行政を超え
た部門間の調整を良くす
るJ=>118悪徳業者に対
し，総合的管理策を行な
うJ=>119サービスの質
が高く なって，観光客の
伸びは高くなるJ.
解決ステップ②:観光
に関わる開発 ・経営主体
の多くが国営企業から転
身したため市場意識が薄
い.このステップは地方
政府と企業が市場経済に向けたハード面での施策の
順位と要点を表している.具体のステッブは以下の
ようである.
111縦割り行政を超えた部門聞の調整を良く
するJ=>110公平的競争環境を作り企業の市場
意識を高めるJ+113資金誘致策と人材優遇策の
改善J=> 18観光開発に関する人材を充実する」
=> 112観光計画の策定+経営の向上J=> 15黄
山以外の観光地(イ ベン ト)の開発+7観光地
聞の交通の改善J=>119観光に関するインフラ
が良くなり，観光客の伸びは高くなるJ.
解決ステップ③:このステップは地方政府と企業
が市場経済に向けた効率的施策の順位と要点を表し
ている.具体のステップは以下のようである.
111縦割り行政を超えた部門間の調整を良く
するJ=>110公平的競争環境を作り企業の市場
意識を高めるJ=>113資金誘致策と人材優遇策
の改善J+ 12観光客の滞在時間が長く なるJ+ 
114項目の事前評価を十分に検討するJ=> 19 
開発資金を充実し，また使用効率を高くする」
=> 15黄山以外の観光地(イベン ト)の開発+6
広域交通を良く する+17徽州文化と古跡を十
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分に保護するJ=>r19観光に関するインフラと
観光内容を良くし，観光客の伸びを高くするJ.
⑦ 1 "18一一一静 19
② 8一一炉 12~ 1---T-19 一:ト亡〉
-.1 
③ 2 --f-T-9 --+--t-6 ~ 19 
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図9 影響のルート
5. まとめ
本研究は複雑な要因から構成されている「観光開
発の問題」を明確化し，整理することを目的に
DEMATEL法を適用し問題の構造化を行なったもので
ある連の分析からは，中国における従来の研究
ではなミされることがなかった観光開発の問題構造を
視覚的，定量的に捉えることができ，多くの示唆あ
る結果が得られた.本研究を要約すれば，次のとお
りである.
1 )急増する観光需要に対し，中国の観光地におけ
るインフラや観光に関連する制度等の整備は
依然として遅れている.
2 )中国で有名な観光都市一一黄山市は伝統の農業
地域から観光地域への転換が進行している.
3 )黄山の観光開発について，地元の指摘と観光客
のニーズのずれがある.このずれの原閃は黄山
風景区の環境保護の厳しさ，また風景区での開
発コストの高さであることが分かった.
4) DEMATEL法を適用することによって，複合化さ
れた観光開発の要閃構造を階層的に図示でき
る.
5 )関連度からの分析では，観光客伸びの促進のた
めには，計画的に観光スポットの充実と観光交
通の改善を図る施策が重要と邑える.
6 )影響度からの分析では，影響度の大きいものは，
「政府が縦割り行政のため，部門聞の調整が難
しいJ，r企業と政府の関係が複雑であり，企業
の市場意識が低い」などである.また問題解決
のための解決プロセスを探ってみると， 3つの
解決ステ、ソブが挙げられる. 3つのステッブは
ともに，観光開発ではインフラ・施設の整備で
はなく，観光市場の管理によるサービスの向上，
市場化に向けた開発体制の整備が急務である
ことを示している.
7 ) DEMATEL調査により r観光客の伸び」は黄山市
の開発者の意識における究陣的課題であるこ
とを明らかにした.これは中国の観光開発の歴
史が20年ばかりであり，観光に対する認識が
まだ浅いためといえる.今後，観光資源、の保護，
新たな観光形態(交流型観光， Green Tourism 
など)，行政・民間の協働による地域社会の変
化，地域の利益，来訪者の満足度，それぞれの
側面で問題が生じないように，バランスを取り
つつ，地域「ビジネス」の観光開発に転換する
必要がある.
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